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平成 20 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 19 年 11 月 14 日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」において発表いたしまし

た平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）通期業績予想を下記のとお

り修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日）通期業績予想の修正 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,160 △ 360 △ 340 △ 515 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,850 △ 600 △ 580 △ 765 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 310 △ 240 △ 240 △ 250 

増 減 率            （％） △ 14.4 － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
1,920 △ 453 △ 444 △ 462 

 

２．修正の理由 

売上高につきましては、最も力を注いできたＴＯＣ関連アプリケーションにおいて販

売の拡大ペースが当初の想定を大きく下回ることとなり、かつ、主力の業務用アプリケ

ーション分野でも販売単価の下落傾向が続いているため、修正いたします。 

営業利益につきましては、売上予想の修正に伴う販売促進費の減少と、役員報酬をは

じめとする経費の削減を実施したことから修正いたします。これに伴い経常利益、当期

純利益につきましても修正いたします。 

 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。なお、当社はパッケージ

ソフトウェアの開発・販売を主たる事業としているため、当社の業績は売上高の増減がほぼその

まま営業利益に影響するという特徴があります。 

               以  上 


